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イギリス、ヨーロッパ及びアメリカにおける

書誌コントロール　現状と展望

書誌マネージメントセンター（英国バース大学）長 フィリップ　　ブライアント

　大変美しい国、特に美しい京都に来られて嬉し

く思っております。そして本日ここで講演できま

すことを大変嬉しく思っております。吉岡事務部

長と、そして部長の同僚の皆さんに今日ご招待い

ただいたことを感謝いたしますし、今私を紹介し

てくださいました辻本課長に感謝いたします。私

は日本語で話したいのですが、今日の講演は英語

で話すことにいたします。ただし、ゆっくり、

はっきりと分かるようにお話しいたしますので、

もし分からないところがありましたら、途中でと

めてくださっても結構です。

　センター・フォー・ビブリオグラフィック・マ

ネージメント（CBM、これから書誌マネージメ

ントセンターと訳します）の仕事のうち98％は英

国図書館開発部の資金の援助をうけて行われてお

ります。ですからそこのディレクターのブライア

ン・ペリーさん及び開発部に対して深く感謝いた

します。それから松村先生の個人的なご招待に

よってこの訪問は可能になりました。松村先生に

深く感謝いたします。さらにブリティシュ・カウ

ンシルがこの旅行の援助をしてくださいました。

今日はそこの森田さんがいらしていますけれども、

ブリティシュ・カウンシルにも感謝いたします。

松村先生のお名前を…番最初に申し上げるべきで

したが最後になりました。スミマセン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　けヌ　私の家の書架にロックの『人間悟性論』とい

う本が一冊あります。その著者ジョン・ロックと

いう人は、1632年に、私が住んでおりますところ

から30マイルと離れていないリントンという村で

生まれました。ヨーロッパでは、18世紀の後半に

あの人間精神の偉大なる開花、即ち啓蒙運動とい

うものがおこりました。そしてこの啓蒙運動とい

うのはロックの影響に負うところが多いのであり

ます。ロックはイギリスの最高の哲学者の一人で

ございました。啓蒙運動の私にとっての大きな喜

びというのは、あの人間の知性と精神のすばらし

い解放の感覚であります。

　ここではっきりさせておきたいのですが、私は

日本の歴史及び文化についてはほとんど全く知り

ません。しかし、私は9日間の滞在の中で学んだ

ことを含めまして、皆さんがたは1868年の明治維

新につづいて皆さんがた自身の啓蒙運動をもって

いらしたということを知っております。私が理解

しておりますことは、徳川封建体制が数世紀つづ

いた後に、福沢諭吉といった人たちが人間の知的

自由の理念というものを表明いたしまして、人類

本稿は、平成2年4月20日に開催した「近畿地区国公立大学図書館協議会・主題別研究集会」の講演記録である。
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の進歩の不可避性に対する信念を育むよう努力し

たことであります。社会の変化の必要性が至上命

令であることをはっきりみてとる、そういう夢想

家たちの多くが直而する困難は、彼らの解放的な

思想というものが現実に行われている進歩の遅さ

に不満をもつようになって、最後には我慢できな

くなるということであります。日本の啓蒙運動の

時代というものは、物質革命であって、その人の

言葉を使うと「魂を奪われた」ものであるといっ

たのは、私が思うに北村透谷－『 でありました。

ヨーロッパでロマン主義というのは功利主義的態

度あるいはプラグマチックな態度に対する反動と

して花を咲かせまして、これは解放された思想の

初期の波のもつ鋭い切っ先というものをなまくら

にいたしました。

　私はロマンチストであると同時にプラグマチス

トであると思っております、、私は理想主義者であ

り、私の仕事を動機づける指導原理というような

ものを必要としておりますが、私は同時に理想と

いうものはほとんど確実に達成できないもので

あって、最後には実際に可能なものに満足しなけ

ればいけないということも知っております。皆さ

んは、本日のテーマとこれがどういう関係にある

のか不思議に思われるかも分かりません。本日の

講演のテーマは先程ご紹介ありましたように「イ

ギリス、ヨーロッパ及びアメリカにおける書誌コ

ントロール：現状と展望」であります。その理由

というのはどういうことかといいますと、その理

想と実際に実現可能なことの間の相違というのが

西洋で書誌コントロールに関して起こっている論

争のまさに中心にあることであります。実際、私

は本日の講演のタイトルを「純粋主義者とプラグ

マチスト」、サブタイトルといたしまして、「1990

年代の書誌コントロールと書誌マネージメント」

というタイトルをつけようとさえ思ったほどであ

ります。

　お気付きと思いますが、私がディレクターをし

ておりますセンターというのは「書誌マネージメ

ント」センターでありまして、「書誌コントロー

ル」センターではございません。この点を強調す

ることは非常に重要だと思います。現在までのセ

ンターの役割というのは、みんなに受けいれられ

ている知恵及び実践を吟味することでありました。

そのセンターは目録規則とかフォーマット、規格

に関する詳細な研究というものを熟慮した末に除

外いたしました。むしろ、このセンターは、英国

図書館研究開発局によりまして、目録の伝統的な

性格と役割（あるいは、その存在の必要性につい

てさえも）、そういった規則及び規格の要件、そ

れから、エンドユーザーに対する影響あるいは価

値といったものを検討するために設立されました。

　勿論、コントロールというものは我々の図書館

のマネージメントの中核になければなりません。

もし、我々の蔵書をよりうまくコントロールすれ

ば、我々はその適切な利用を奨励し、そしてその

効果的な利益回収をしやすくなるわけです。その

利用は、個々のコレクションの利用、および協力

的利用の両方を含んでいます。それらの内容の書

誌的な記録は、そのコントロールにおいては本質

的な要素であります。しかし、これは良い図書館

マネージメントのプロセスの一つの局面にしかす

ぎないということを認識することが重要でありま

す。図書館のマネージメントは建物、備品、設備

そしてその蔵書をコントロールするための職員と

いったものが、書誌レコード及び目録と同時に必

要なわけです。西洋、特にイギリスにおきまして

は、政治的及び経済的状況は、資源配分の圧力が

図書館マネージメントの場において、かってない

ほど顕著な特徴となっていることを示しておりま

す。個々の図書館をみましても国全体をみまして

も、書誌コントロールの要求を満たすために行わ

れるべき投資は制約をうけております。

　私が日本におります間に行いました他の講演で

は、バース大学のセンターでの研究についてお話

しいたしました。その研究というのは、完全記入

及び簡略記入目録についてでありますが、そこで、

私はイギリスにおいて書誌レコードの内容に関し

て抱かれています生き生きとした関心についてお

話しいたしました。私がそこで明らかにした…つ

の点は、目録作業につきまして個々の図書館レベ

ルあるいは全国レベルいずれにおきましても、二

つの学派がいまだに存在することであります。第
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一の学派というのは、財政的な圧力のために図書

館界は現実的にならなければならない、そして高

度に詳細すぎるような、あるいは複雑すぎるよう

なレコードをさけ、そして精巧な詳細な記述目録

作業をつづけることに乏しい資源を配分すること

をさけるべきであると論ずる人たちです。

　第二の態度というのは、過去20年以上にわたっ

て自らを世界書誌コントロール（UBC）の理想に

ささげてきた図書館員たちの態度であります。世

界書誌コントロールの基本的な考え方というのは、

1970年代の初めに発展させられました。それは、

ドロシー・アンダーソンによって1974年に次のよ

　　　　　　　　　　　　
キぬ

うに定義されております。「世界書誌コント

ロール（UBC）という名称のもとでIFLA（国際

図書館連盟）は次のような提案をしております。

それは、ユネスコは一つの主要な政策として書誌

情報のコントロールと交換のための世界規模のシ

ステムの推進を採用するべきである、という提案

です。このシステムの目的というのは、すべての

国で発行されたすべての出版物についての基本的

書誌データを国際的に受容可能な形態で世界中ど

こでも迅速に利用できるようにすることでありま

す。」

　ドロシー・アンダーソンという人は、皆さんの

中でUBCに興味をもっている人には知られてい

る名前であると確信いたしております。彼女は数

年前に退職いたしまして、現在バースに住んでお

りますけれども、このことは私たちはしばしば会

う機会があるということであります。私は先日、

2週間前に彼女とまた昼食をとる機会を得ました

が、この時、我々はUBCの背景と現状について、

いくぶん時間をかけて議論することができました。

アンダーソンさんは、多くの国がUBCプログラ

ムの要件をみたすために必要な資源を政府によっ

て拒否され、そしてそれを実現することの利益が

当局にいる人々に充分伝わっていないことについ

て失望していました。

　より豊かな国々、イギリスとか日本のような

国々というのは、ほとんど指数関数的といえるよ

うな毎年の出版点数の増加を経験しております。

イギリスでは、1989年に61，000タイトルを越えて

いますし、今世紀の末には、年問9万点を越える

であろうとされております。そして更に、デスク

トップパブリッシング（DTP）が出現したことに

よりまして、印刷は、勿論、いろいろなところで

行われるようになりますし、印刷物ができるまで

の時間が非常に短くなるわけですから、このこと

によって、書誌コントロールがますます複雑にな

るわけであります。そういう出版物の増加により

まして、国際は別にして、国内における義務を達

成するために相当の財政上あるいは経費上の問題

をもつようになっているようであります。より貧

しい国々では、出版点数というのは比較的少ない

わけですが、彼らは、そのプログラムに効果的に

参加するための資金を国内でもあるいは国際的に

も調達できないという問題をもっているわけであ

ります。

　私は、ここで次のような見解を表明いたしまし

た・それは、過去20年以 Lにわたって国際的に合

意された規格に合致することの望ましさに注意が

はらわれてきたにもかかわらず、異なる各国の

マークが増殖しているということに驚きの念を禁

じえないという見解であります、、この異なる

MARCフォーマットといいますのは、極めて初

期の頃からLCMARCフォーマット、UKMARC
フォーマットという異なるフォーマットの開発と

いう形ではじまったものでありました，、実際に、

その相違というのは一つの国の中でも存在するわ

けでありまして、図書館コオペラティブやその他

の機関がレコードを他の機関と互いに交換するこ

とができないような状況になっております。その

理由というのは、内容指示子が違う、特定の

フィールドを互換性のないような形で利用する、

その他の理由によるわけであります。

　現在は以前ほどではありませんが、書誌規格及

び書誌レコードの作り方に関する政策に疑問を呈

すると言う点で、最も声が大きかったのは出版社

でありました。1982年に彼らは、特に出版前目録

作業（CIP）についての関心を表明いたしました。

そこでは非常に強い批判がありました。例えば3

力国で出版された本が、最終的に三つの異なる

CIP記入というものをタイトルページの裏にもつ
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というような結果になるという事実に対して批判

　　　　　　　　
い

を向けたわけです。これは大きな負担でありま

して、出版者たちは、こんなものはなくてもやっ

ていけると論じておりました。CIPを行うにはお

金がかかりますし、本の生産の流れを妨げます。

そういうわけで、彼らはCIPプログラムに参加

することによって受ける価値に疑問を呈したわけ

であります。彼らにとって、CIPプログラムとい

うのは、図書館員の専門職的秘術をみたすために

存在するものであって、明確に確定された利益の

ためではないと論じたわけであります。

　マイケル・ゴーマンが編集いたしました、Coη一

6魏ハ河CR2という本がありますが、この本を見

たときに、私は出版社に対して同情の念を禁じ得

ませんでした。ここにアメリカ図書館協会とイギ

リス図書館協会が共同で出版し、国際的な目録の

専門家によって編集された目録規則集があります。

この本のタイトルページの裏にあります二つの国

内版のCIP記入というのは国際規格にしたがっ

て編纂されたものであると考えられるわけですが、

その二つが全く異なっていることを見付けたのは

全く皮肉でした。これまで、大変批判的であった

出版社たちになんという攻撃の武器を提供したこ

とでありましょう。しかしながら、この状況とい

うのは、IFLA／ユネスコの国際CII）会議、これは

オタワで1982年に行われたわけですが、この会議

の結果、若干改善されたと申し上げることができ

ますのを嬉しく思います。

　疑いもなくUBCの概念というのは、称賛すべ

きものであるとおもいます。その優れた特徴とい

うのは、「国の大きさとか、発展段階に関係なく、

すべての国々が貢献できる」ということが一般に

受容されていることであります。

　ハーマン・リーバースという人は、IFLAの元

会長で、このUBCプログラムに対して最初に名

前とアクロニムを与えた人であります。この人が

1980年に次のように書いております』1。「ここに

柔軟なプログラムをもって一つの試みがなされま

した。その試みとは、世界中の図稗館の日常の定

型業務を改善し、実際に定型業務を少なくする、

そしてあらゆるタイプの図書館のあらゆる段階に

おいて革新的かつ創造的仕事をするために精神を

解放するという試みであります」。これはまさし

く、図書館に対する啓蒙運動のように聞こえます。

しかし、リーバース博士はこう続けております。

「しかしながら、その実現というのは別な話であ

ります。単純な目標というのは、まったく異なる

問題を生みだしますが、それは皆さんがコン

ピュータで作成される書誌記述のMARCテープ

をもち、それを使って仕事をするか、あるいは全

国書誌をまだ作成できないでいる国の中で目録作

業の問題を扱おうとするか、ということによって

異なった問題となります。こういうことから、国

際的な政府機関及び非政府機関の間の緊密、かつ

深い協力が絶対不可欠になるわけです。」

　もし、この必要な援助を得なければならないの

でしたら、これは私がミセス　アンダーソンに

いったことでありますが、資金を提供する人々を

説得できる証拠というものを提供しなければなら

ない、その証拠とは、そうしたプログラムが

（1）お金を節約するものであること、（2）多

数の利用者に対してはっきり良いと分かるサービ

スを提供することであり、そういうことを証明し

なければならないということであります。このこ

とを証明するのは、容易なことではありませんし、

私の知っている限りそうした研究は、これまで行

われたことがありません。そうした証拠がもし

あったとしても、望むこととは全く逆の結果をだ

すかもしれないと私は考えているわけであります。

UBCの主要な目標は、それぞれの国の書誌サー

ビスあるいは機関がその国の出版物について確定

的なレコードを生産する責任をもつことを奨励す

ることによって、経済性を達成することでありま

す，，理論的には、品質の高いレコードはただ一度

だけ創成されればよく、その後それが国内及び海

外の図書館のいずれによっても再利用されるとい

うことであります。しかし、ここで問題がありま

して、集中化された目録作業というのは、常に…

つの大きな欠点をもっております。それは何かと

いいますと、あまりにもしばしば起こることであ

りますが、レコードを創成し、それを図書館に頒

布するさいの遅れであります。この遅れが、良き
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図書館マネージメントを妨げますし、お金をかけ

させることになります。これは、集中化目録作業

の目標からみますと、正反対のことになるわけで

す。図書館というのは、そのレコードを効果的に

利用できるためには、迅速かつ、適時なサービス

が必要であります。英国図書館の書誌サービス部

でまだ目録がとられてないアイテムの滞貨という

のは、3～4年前にはすでに4万タイトル以上に

のぼっておりました。この状況は危機的状況に近

づいておりました。有名な新聞であります『ザ・

タイムズ』に記事がでましたし、下院でもこのこ

とについて質問が行われたことがあります。（書

誌レコードについての関心が、このように国民的

な注目を集めるといったことはそうしばしばある

ことではございません。）しかしながら、このレ

コードの頒布の遅れというのは、図書館員を別と

しましても、学者、書店、それから図書の世界に

おりますその他の人々、そういった人々に影響を

与えているわけであります。何かが行われなけれ

ばいけませんでしたし、すばやく行われなければ

いけませんでした。

　英国図書館はその政策を見直しまして、1987年

　　　　　　　　　　　　ロリ7月に『最新性と包含範囲』と題する諮問文書

を発行いたしました。この中には他の計画と並び

まして、いくつかのカテゴリーの本につきまして

は低いレベルの書誌記述を与える、これは何のた

めに行うかといいますとお金を節約するために低

いレベルの書誌記述を行う、それによって資源を

レコード作成のスピードアップのために再配分す

るということを含んでおりました。

　バースのセンターは、1980年以来、UK　MARC

レコードサービスの達成水準をモニターしてきま

した。1981年から1987年までに、図書館が1974年

以降イギリスで出版された図書の目録をとるため

にレコードを必要とした時、図書館は、100タイ

トルにつき64タイトルしか英国図書館のUK

MARCデータベース中にレコードを発見するこ

とが期待できませんでした。英国図書館の最初の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴノ5力年戦略計画、これは『知識と共に進む』と

いうタイトルをもっていますが、この中で、こう

宣言されています。「全国書誌サービスの目録は、

1990年までに64％から85％までヒット率を高める

ことである」。いろいろな理由がありまして、そ

の理由についていちいち詳しく説明する時問はご

ざいませんが、このヒット率85％は実際には達成

口∫能ではありませんでした。しかしながら、明ら

かな改善が見られまして、過去2年の間に78％に

高まったわけでありますが、少なくとも、この改

善分の半分というのは新しい政策を採用したこと

に帰せられることが確実であります。それにもか

かわらず、こういうことを見るのは面白いことで

したが、詳細度の低い書誌データが提供されるわ

けですけれども、それに対する最大の懸念が、そ

れまで最新性の問題についてあれほど強く不満を

言ってきた当の人たちによって表明されたことで

す。全国書誌サービスというのは、あまりうらや

むべき仕事とは言えません。

　しかしながら、こういう一般的な認識がござい

ました。それは直而している困難にはイギリスの

図書館及び書籍業界すべての部門の問で建設的な

議論が必要だという認識です（）「図書の世界にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　しゆける書誌レコード：二一ズとロ∫能性」と題する

大きなセミナーが開かれました。それを補う形の

二番目のフォーラムというのが、英国図書館協会

及びMARC利用者グループの共同でもたれまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にハた。この会議は「全国データベースの将来」と

題するものです。この二番目の会議は、図書館界

の上級メンバー15人だけからなるもので、彼らは、

「イギリスの図書館界はいかなる書誌データを必

要とし、それをどういうふうに提供すれば最も適

当か」ということを議論するために招待されたわ

けであります。この会議での2日問にわたる活発

な議論の終わりに、我々は合意に到達する努力を

いたしました。可能な限り努力した結果、次のよ

うな声明が全員の支持を得ました。「我々は全国

書誌に関する努力は、次の二つのレベルにおいて

存在することを認識する」。第一に全国的な永久

記録的レコードの創成であり、この点に注目して

いただきたいのですが、図書館界によって助言さ

れたように、このことは英国図書館が注意し、そ

れに責任をもつことであります。二番目は、ユー

ザーがそこからいろいろな機能を実行することの
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できるデータベースのネットワークを開発するこ

と。そしてその調整は英国図書館が行うべきであ

るが、それに対する責任は、もっと広く分担され

るべきであるということです。

　その後、1988年に英国図書館は、全国書誌サー

ビスが図書館界で必要とされる国内出版物に関す

るレコードを提供するためには、援助が必要であ

るということが認識されました。その少し前に、

他に五つの法定納本図書館がイギリスにはありま

すが、イギリスの著作権をもつ出版物をうけとる

他の五つの図書館もまた全国書誌サービスヘのレ

コードを提供することができるべきであるという

示唆が英国図書館に対して与えられました。1989

年2月に英国図書館は次のような声明を発表いた

しました。「イギリスの法定納本図書館六館は、

イギリスの本についての書誌レコードの創成に関

する協力プログラムを計画している。このプログ

ラムはイギリスの全国書誌サービスのためであり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつそれぞれの図書館の目録のためでもある」　。

試行プロジェクトにつづきまして、プログラムの

全面的な稼働開始の目標日として、1991年3月が

設定されました。これは現在すすんでおります。

法定納本図書館の分担目録計画の二つの目的は、

「全国書誌サービスヘのレコードの流れをスピー

ドアップし、これによりすべての図書館における

そのサービスの費用対効果比の高い利用を、それ

によって読者に利用可能な目録情報の最新性を改

善すること。二番目に六館の法定納本図書館のコ

ストを下げること」であります。このシステムの

概要を申し上げますと、試行段階で検討され展開

されました概要というのは、英国図書館が毎年

70％、他の五つの法定納本図書館が30％、これは

何に対する比かといいますと現在の目録レコード

の全体への貢献分でありますが、こういった割合

をもつものでありました。

　私は先ほど、CIPに対していくつかの出版社が

いだいております不満についてお話しいたしまし

た。しかしながら、1982年に開かれたオタワでの

国際会議のすぐ後で、英国図書館はCIPプログ

ラムを拡大し、質を向上させる、そしてこれを目

録レコードの提供サービスの基礎にする、これに

よってヒット率を高めるという決定をいたしまし

た。それに加えまして、スタンドアローン型の統

合図書館システム及びそれに付随しております受

入れのモジュールが開発されているということは、

図書館は、理想的には、図書が注文される時点で

書誌レコードが必要であるということを意味する

ものであることが認識されておりました。実際

に、CIPプログラムを発展させるというその決

定は、全体的なヒット率にはほとんど影響を与え

ていませんでした。前のヒット率を維持して、そ

れがもっと悪いレベルにおちるのを防いだという

ことだけであるわけです。この書誌レコードの品

質に関するのと同じ批判がCIP政策に向けられ、

これは後に最新性と包含範囲に向けられることに

なります。しかし現在、CIPレコードはイギリス

のMARCレコードの全数量の80％を越えるにい

たっております。

　国内の図書館自身の内部的な二一ズだけではな

くて、より広い全国書誌、国際書誌の世界の二一

ズをみたす、適時性のある費用対効果比の高い

サービスを提供するという問題は、イギリスだけ

が経験しているものではございません。このこと

はホープ・クレメント、この人はカナダ国立図書

館の人ですが、この人の論文の中で十分に明らか

にされております。この論文は11舵規顔銅α！Cα虹

♂og％伽gα雇伍協o離砂ん乞6C伽‘γoZ誌の1990年1月／

　　　ほい3月号　にでております。ホープ・クレメントは、

国際MARCネットワーク委員会（IMNC、これは

国立図書館長会議の中の一組織であります）の委

員長であります。IMNCは、12の国立図書館の代

表から成っておりまして、それらの図書館は、標

準的な全国MARCレコードの頒布に関心をもっ

ている図書館であります。この国際MARCネッ

トワーク委員会は、加盟国におけるレコード創成

のプロセスをUBCの諸目的という文脈の中で調

べるという調査を行いました。この調査は、受入

れ機能から始まりまして、次に書誌レコードの創

成にすすみ、その後、全国書誌の製品及びサービ

スにおける書誌レコードの頒布にまですすむもの

です。そしてここには、滞貨と戦い適時性を向上

させるためのコストと方策というのも含まれてお
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りました。この調査の結論は、私がここで、皆さ

んに少し前にお話ししましたイギリスの事情を、

ほぼ正確に反映しているものであります。引用い

たします。「人的資源と予算の制約というのが全

国書誌の製品及びサービスの生産および頒布にお

いて最大の問題になっている。これらは、出版物

の増加とまた結びついている。調査対象となった

すべての図書館は、制約の多い環境、つまり資源

が少なくなり、同時の量においても複雑さにおい

ても図書館サービスに対する要求が増えていると

いう、そういう制約の多い環境の中で機能しなけ

ればならない。」さらにこの調査からの引用でご

ざいますが、共通して発見された問題は、国内出

版物の受け取りが遅れるということであり、それ

は、特に法定納本の段階でみられる。次に出版物

の増加と新しい資料の増加によって引き起こされ

る滞貨の増加。それから、書誌レコードの創成の

プロセスにおける時問の長さと非常な複雑さ、特

に典拠作業においてそうであること、その他、い

くつかの複雑な書誌に関する規格を使わなければ

いけないこと、それから常に変化していく規格の

改訂にしたがう必要があるということである。

　UBCの目的に関する現状をまとめる中でホー

プ・クレメントは、よく知られた問題領域を指摘

しております。それは、カバーする範囲の包括性、

目録規則の質、最新性、経済性であります。この

うち、二つだけ詳しくお話しいたします。まず、

目録に関する規格の質ですが、規格を少なくする

という傾向が現在みられます。ただしこれは、い

くつかの場合にはっきり感じとれるわけですが、

規格が他の人の作ったレコードを簡単に、かつ受

容できるような形で利用できなくなるような水準

以下になってしまうという危険が現実に存在する

わけであります。そしてこのことは、UBCの目

的そのものをないがしろにするものであります。

経済性につきましては、目録作業のプロセスが簡

略化されつつありますし、可能なところでは節約

が実際に達成されております。しかし、現在みら

れる傾向は、コストを回復すること、元をとるこ

とが益々ふえているということでありまして、こ

のことにより、幾つかの場合には、図書館の手に

届かないくらいレコードの値段が一ヒがってしまう

おそれがあるという点が指摘されました。私が知

る限り、このことは、ヨーロッパの中でも、貧し

い国々にとっての関心事であることは確かであり

ます。

　ホープ・クレメントは次のように害いておりま

す。「UBCの諸目的は、節約の時代においては、

その目的どうしが互いに競合することが明らかで

あり、何らかの満足のいくような妥協点が、カ

バーする範囲、最新性、質の高さ、及び経済性な

どのもたらす利益を調整するなかで、見出されな

ければならない，、」どうして私が初めに「純粋主

義者とプラグマチスト」というタイトルを本日の

講演につけようと考えたかが、もうお分かりに

なったと、思います。

　私は、ここで私が過去3年問にわたって参加し

てきた二つの活動についてお話ししたいと思いま

すが、これは、国際MARCネ・ソトワーク委員会

の結論を、さらに強調するものでしかありません。

私たちは、今日、「目録レコード」ではなくて、

「書，1志レコード」について話すことが多いわけで

すが、このことは、図書館のハウスキーピングシ

ステムだけではなくて、ill：籍業界全体において起

きている変化を反映しているわけであります。こ

の書誌レコードというのは、現在では、あらゆる

範囲の機能を果さなければなりません。

　一年ほど前に私は、議会図書館（LC）の招き

で、議会図書館におきまして、逐次文献の保存管

理について考えるための国際シンポジウムで講演

する機会を得ました。保存といいますのは、最近、

西洋におきましては、大変高い注目をあびており

まして、適切なプログラムを実行するための資源

の問題というのは、非常に大きなものであります。

製本がこわれてしまうとか、酸性紙が分解してし

まうとか、虫の害がおこるとか、それらすべてが、

それ以外のいろいろな本の破壊の徴候が、図書館

界に、保存というのは緊急の問題であり、それは

大量の資源を要求する問題だということを認識さ

せました。私がこのシンポジウムで話したことは、

「標準的書誌レコード」と、保存プロセスにおい

て、保存の管理者に最も適切に情報を提供するこ

一7一



とによって、保存プロセスを援助する際の標準的

書誌レコードの位置づけについてでありました。

　私は、1986年の5月に議会図書館のUSMARC

フォーマットの中に記録すべき保存情報の詳細に

関するワーキンググループがすでにコストに対す

る関心を、そして引用いたしますが、「保存の目

的のために追加されるデータ要素は、そのコスト

に見合うだけの、明らかな利益を与えるものでな
　　　　　　　ほヨければならない」　と表明していることに注目し

たと私は述べたわけであります。これは私の見解

でありますが、保存のためのデータ要素が、US

MARCのレコードの中に含められるべきである

という、このワーキンググループの考え方という

のは、明らかに重要なものでありますけれども、

議会図書館自体も経済的問題になりますと例外で

はない、議会図書館もまた最近、予算の削減に直

面してきたわけであります，、

　私が参加してきました第二の活動は、カウンシ

ル・オブ・ヨーロッパの遡及目録作業に関する

ワーキングパーティに関するものであります。遡

及目録作業というのは、より正確にいいますと、

遡及変換のことであります。私は、このワーキン

グパーティのメンバーでありまして、このグルー

プは、同カウンシルの閣僚会議によって昨年末承
　　　　　　　　き認された「勧告」　を提出いたしました，、この勧

告の第5パラグラフを読んでみましょう。「共通

の書誌データ及びその変換された目録をつくるた

めの正式の規則というものは、効果的に利用でき、

かつ国内及び国外と効果的に交換のできる目録レ

コードを作れるような、最低の条件を満たさなけ

ればならない」。

　この勧告についておりますテクニカルレポート

では、現在の日録作業のやり方において今述べま

した必要性というものは、ISBDの構造及びUNI

MARCに従うことによりまして、最高の満足が

得られるだろうと指摘されております。しかしな

がら、明らかになったことは、1970年以前（1970

年というのは、ISBDとUNIMARCがIFLA－UBC
プログラムの一部として発展を開始した年です）

のヨーロッパの文脈におきましては、図書館の口

録の方針及びやり方の多様性というものは、最低

の最も基本的なレベル以上のものを順守すること

を達成するには、受容できないくらい非常な高い

コストに導くおそれがあったわけであります。妥

協がここでもまた、進歩するための一つの方法で

あります，、これはもちろん唯…の方法ではなかっ

たわけですが、UBCプログラムの発展がなけれ

ば、ISBDの構造とUNIMARCの利用に対して妥

協する、そして合意を得る、そういうところにい

たることはなかったわけであります。現在、OSI

（開放型システム間机互接続）によりまして、そ

の中で標準的な1芯用プロトコルというものが更に

開発されますと、書誌情報の交換のためのネット

ワークの利用が容易になるということが言えるわ

けです。そのほかに、いろいろなプログラムとか

プロジェクトがヨーロッパで行われたわけですけ

れども、それらについては単に列挙するだけにと

どめておきます，、

　第一は、図書館の実践への新しい技術を奨励す

る、特に図書館協力に関するものでありますが、

それは、ヨーロッパ共同体の本部（CEC）が作成

いたしました野心的な『ヨーロッパ共同体におけ

　　　　　　　　　　　　ラいる図書館のための行動計画』　とよばれるもので

あります。この計画というのは、計画の目標を達

成するための五つの主要な行動細目からなってい

るわけですけれども、細目の（1）というのは、

全国書誌及び遡及変換レコードの作成にとりまし

て、重大な関連をもつものであります。

　その他には、ヨーロッパのマイクロフォームの

マスターの登録簿をつくるというものがあります

し、18世紀の出版物に関する簡略標題目録

（ESTC）、それから、ヨーロッパのCD－ROMに

関する協力プロジェクトがあります。この

CD－ROMに関する協力プロジェクトは、IMNCの

主導によって生まれたものであります。

　1987年に国際MARCネットワーク委員会はイ

ギリス、カナダ、フランス、アメリカ、ドイッ連

邦共和国の国立図書館の代表者からなるワーキン

グパーティを設置いたしました。彼らは、全国書

誌のためのCD－ROMの互換性をもつ規格を策定

することは実現口∫能であるということを決定し、

英国図書館は、実際に行う場合に必要な要求条件
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の素案を策定するように頼まれました。このプロ

ジェクトは、現在うまく進んでおりまして、ネッ

トワーキングの場合と同様に、電子的なデータ転

送のための規格及びプロトコルの策定というのが

伝統的な書誌情報に関する規格よりも、書誌コン

トロールにとりましては、いっそう大きな関心を

もつようになったことを示しております。

　こうした理由から、私が信じていますのは、書

誌コントロールを進め、発展させることに関心を

もつ人々は、将来、いっそうの注意を、特に三つ

の領域に向けなければいけないということです。

その三つとは、典拠コントロール、新しい技術が

規格に与える影響、そして最後に国境を越えた

データの転送がますます増えるわけですから、著

作権及びデータ保護の領域における立法化と合意

であります。

　最後のパラグラフに到達いたしました。私はこ

れまで規則とかフォーマットの詳細についてコメ

ントするのではなくて、むしろ、規格を国内ある

いは国際的な政策の問題として、実際に適用する

ことにかかわっている人たちが直面している困難

のいくつかに光をあててきました。私が扱わな

かった問題で、かつ、日本でそれについて敢えて

言及しようと思わなかったもの、それはキャラク

ターセットの話であります。私は、皆さん方が、

漢字、ひらがな、カタカナのコンピュータ化の問

題に取り組んできたやり方に対してただ称賛の声

を送るばかりであります。私の親しい友人で品質

管理の専門家がおります。彼はお国の経営実践を

研究するために日本に来たこともあります。彼は

インスペクション（検査）と品質管理との本質的

な違いについて、私に教えてくれました。彼が

言ったのは、西洋では、しばしば、この検査と品

質管理というものを混同しているということであ

ります。私は、目録の分野におきましては、確か

にそのとおりであると言いました，，私たちは書誌

レコードが生産された後でそれをチェックする、

そういうことを行っているわけでありますが、彼

は、日本で発展させられた形の品質管理というも

のは、実際にその製品を製造し、あるいは作り出

す現実のプロセスの中において、業務のそれぞれ

の段階で失敗とか間違いとかいうものがシステム

から取り除かれるようになっているほど洗練され

たものである、そういうことが品質管理なのであ

る、と私に言ってくれました「，おそらく、あなた

がたの中には、私のこの意見に賛成するかどうか、

後で話していただける方がおられると思います。

しかしなカごら、西1羊にいる我々0）ような人間に

とってはよく知られていることばですが、若干問

違って引用されていることば、「最善というもの

は、良きものの敵である」ということばが、これ

から先もしばらくは真実でありつづけるでありま

しょう。誰がこれを言ったのでしょう。ヴォル

テール。議論の余地はあるかも知れませんが、

ヨーロッパの啓蒙運動における最［‘、寄の人物でござ

いました。

　どうもありがとうございました、，

　　　　　　　　　　　　　　　（原田　勝訳）
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